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ウ、他大学へのヒアリング調査 
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め作り、向上心を保てるような内的動機付けを行うべきであった。 
 
2.全体を通しての考察 
 研究活動を通して、自主性を重視することによる内的動機付けは効果があるということが確認でき
た。自主性を重視した組織運営により内的動機付けが行える一番の理由は、各人が自主的な行動によ
って組織の目標達成に向け自分の価値を発揮し、貢献できることに喜びを感じるからだと考えられ
る。そのため、効率的に内的動機付けを行うにあたって、能力や意欲といった各人の適正に合った役
割分担を行うことが非常に肝要であることが分かった。一部の人がチームを引っ張るという形もよい
が、個々人が自分の強みを活かして内的動機によって自主的に行動できる組織体制作りを目指してい
くべきだと強く感じた。来年の大会には、このような組織運営を常に意識して臨みたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
